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★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／国内／株式
信託期間 無期限（設定日：2000年 2 月10日）
運用方針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資
対　　象

ベビーファンド ダイワ・バリュー株・オープン・
マザーファンドの受益証券

ダイワ・バリュー株・
オ ー プ ン・
マザーファンド

わが国の金融商品取引所上場
株式および店頭登録株式

組入制限
ベビーファンドのマザーファンド組入上限比率 無制限
ベビーファンドの株式実質組入上限比率 無制限
マザーファンドの株式組入上限比率 無制限

分配方針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売
買益（評価益を含みます。）等とし、原則とし
て、基準価額の水準等を勘案して分配金額を
決定します。ただし、分配対象額が少額の場
合には、分配を行なわないことがあります。

ダイワ・バリュー株・オープン
（愛称：底

そこ

力
ぢから

）

運用報告書（全体版）
第48期

（決算日　2024年 3 月11日）
（作成対象期間　2023年 9 月12日～2024年 3 月11日）

受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
当ファンドは、わが国の株式に投資し、信

託財産の成長をめざしております。当作成期
につきましてもそれに沿った運用を行ないま
した。ここに、運用状況をご報告申し上げま
す。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、

お願い申し上げます。

◇TUZ0285820240311◇



ダイワ・バリュー株・オープン

決　　算　　期
基 準 価 額 TO P I X（配当込み）

株　　式
組入比率

株　　式
先物比率

純資産
総　額（分配落） 税込み

分配金
期　中
騰落率 （ベンチマーク） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

44期末（2022年 3 月 9 日） 9, 457 40 △ 12. 0 2, 808. 14 △  14. 0 94. 3 ― 10, 537 
45期末（2022年 9 月 9 日） 10, 782 150 15. 6 3, 181. 81 13. 3 97. 9 ― 11, 790 
46期末（2023年 3 月 9 日） 10, 724 800 6. 9 3, 396. 73 6. 8 103. 8 ― 11, 626 
47期末（2023年 9 月11日） 11, 923 850 19. 1 3, 925. 86 15. 6 104. 1 ― 13, 423 
48期末（2024年 3 月11日） 12, 382 1, 300 14. 8 4, 484. 64 14. 2 107. 0 ― 14, 817 

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 3）株式および株式先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 4）株式先物比率は買建比率－売建比率です。

 最近5期の運用実績

配当込みＴＯＰＩＸ（本書類における「ＴＯＰＩＸ（配当込み）」をいう。）の指数値及び同指数に係る標章又は商標は、株式会社
ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用な
ど同指数に関するすべての権利・ノウハウ及び同指数に係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸが有する。ＪＰＸは、同指
数の指数値の算出又は公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負わない。当ファンドは、ＪＰＸにより提供、保証又は販売される
ものではなく、当ファンドの設定、販売及び販売促進活動に起因するいかなる損害に対してもＪＰＸは責任を負わない。
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ダイワ・バリュー株・オープン

■基準価額・騰落率
期　首：11, 923円
期　末：12, 382円（分配金1, 300円）
騰落率：14. 8％（分配金込み）
■基準価額の主な変動要因

国内株式市況は、国内企業の好調な業績や株主還元策の拡充などが好感されて上昇しました。こ
のような投資環境を受けて、当ファンドの基準価額も上昇しました。くわしくは「投資環境につい
て」および「ベンチマークとの差異について」をご参照ください。

 基準価額等の推移について 

 運用経過

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
＊ベンチマークはＴＯＰＩＸ（配当込み）です。

（注）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。
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ダイワ・バリュー株・オープン

 年　　月　　日
基　 準　 価 　額 T O P I X（配当込み） 株　　式

組入比率
株　　式
先物比率騰 落 率 （ベンチマーク） 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2023年 9 月11日 11, 923 ― 3, 925. 86 ― 104. 1 ―

9 月末 11, 878 △ 0. 4 3, 898. 26 △ 0. 7 95. 9 ―
10月末 11, 462 △ 3. 9 3, 781. 64 △ 3. 7 96. 1 ―
11月末 12, 007 0. 7 3, 986. 65 1. 5 96. 2 ―
12月末 11, 957 0. 3 3, 977. 63 1. 3 96. 2 1. 3

2024年 1 月末 12, 903 8. 2 4, 288. 36 9. 2 96. 5 1. 3
2 月末 13, 679 14. 7 4, 499. 61 14. 6 97. 2 0. 8

（期末）2024年 3 月11日 13, 682 14. 8 4, 484. 64 14. 2 107. 0 ―
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ダイワ・バリュー株・オープン

■国内株式市況
国内株式市況は大幅に上昇しました。
国内株式市況は、当作成期首より、米国におけ
る長期金利の上昇や景気の先行き不透明感、パレ
スチナ情勢の悪化などが懸念され、下落しまし
た。2023年11月には、欧米におけるインフレ率の
鈍化や金利の低下、良好な企業決算や株主還元拡
充の発表などが好感されて上昇しましたが、12月
に入ると、日米金利差縮小による為替の円高進行
などから上昇は一服しました。2024年 1 月以降
は、企業業績面での評価に加え、新ＮＩＳＡ（少
額投資非課税制度）を通じた資金流入や為替の円安進行、中国市場からの資金シフト観測なども含
め海外投資家が日本株投資を積極化したことなどが好感され、急上昇して当作成期末を迎えました。

 投資環境について （2023. 9. 12 ～ 2024. 3. 11）

前作成期末における「今後の運用方針」

（指数は当作成期首を100として指数化しています。）

株価指数の推移
120
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ＴＯＰＩＸ（配当込み）

■当ファンド
「ダイワ・バリュー株・オープン・マザーファンド」の受益証券へ投資を行います。
■ダイワ・バリュー株・オープン・マザーファンド

米国の金利上昇一服を受けた株式市場の投資家心理の改善により、株価は上値を試す余地が出て
きていると考えます。国内の企業業績については、これまでは非製造業を中心に順調な出足の企業
が散見される一方で、製造業では海外需要の減退から業績が停滞する企業が見られます。グローバ
ル経済が緩やかな景気減速に止まり、警戒された米国経済も想定以上に底堅く推移する中で、海外
の需要動向と製造業の業績底打ちを見越した株価の再評価のタイミングに注目します。
2023年度の国内企業業績全体では堅調な推移が見込まれ、また、積極的な株主還元もすでに多く
発表されており、自己株買いの金額や配当金総額は過去最高の水準が予想されます。個別銘柄の選
別にあたりましては、そうした堅調な業績の背景にある中長期的な実力に対して、株価評価とのか
い離が大きい企業や、持続的成長に向けた事業構造改革の進展および新規事業の成長に変化が見ら
れる企業、経営陣が意思を持って株主還元策の向上に取り組む企業などに注目し、調査を進めてま
いります。
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ダイワ・バリュー株・オープン

■当ファンド
「ダイワ・バリュー株・オープン・マザーファンド」の受益証券へ投資を行いました。
■ダイワ・バリュー株・オープン・マザーファンド

株式等の組入比率は、おおむね高位で推移させました。
業種構成は、機械、電気機器、金属製品などの比率を引き上げた一方、輸送用機器、その他製
品、化学などの比率を引き下げました。
個別銘柄では、業績の先行き不透明感などを考慮して大日本印刷やソフトバンクグループなどを
売却した一方で、ＬＩＮＥヤフーや日本電気などを買付けました。ＬＩＮＥヤフーは、先行費用を
投じる戦略事業の収益改善と資本効率や収益性を重視した経営の取り組みに注目しました。日本電
気は、国内ＩＴ（情報技術）サービス事業における需要の拡大と収益改善策の効果による業績成長
を評価しました。

 ポートフォリオについて （2023. 9. 12 ～ 2024. 3. 11）

＊マザーファンドのベンチマークは以下の通りです。

組入ファンド ベンチマーク
ダイワ・バリュー株・オープン・マザーファンド ＴＯＰＩＸ（配当込み）

当作成期のベンチマークの騰落率は14. 2％となりました。一方、当ファンドの基準価額の騰落率は
14. 8％となりました。ベンチマークの騰落率を下回った医薬品のアンダーウエートやベンチマークの
騰落率を上回った保険業のオーバーウエートなどはプラス要因となりましたが、ベンチマークの騰落
率を下回った繊維製品のオーバーウエートやベンチマークの騰落率を上回った電気機器のアンダーウ
エートなどがマイナス要因となりました。個別銘柄では、三菱重工業、オルガノ、東京海上ホール
ディングスなどはプラスに寄与しましたが、ダイワボウホールディングス、ＬＩＮＥヤフー、アステ
ラス製薬などがマイナス要因となりました。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークとの騰落率の対比です。

 ベンチマークとの差異について

＊ベンチマークはＴＯＰＩＸ（配当込み）です。

（％）
16. 0
14. 0
12. 0
10. 0
8. 0
6. 0
4. 0
2. 0
0. 0

当　期
（2023. 9. 11～2024. 3. 11）

基準価額
ＴＯＰＩＸ（配当込み）

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。
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ダイワ・バリュー株・オープン

当作成期の 1万口当り分配金（税込み）は下記「分配原資の内訳（ 1万口当り）」の「当期分配金
（税込み）」欄をご参照ください。
収益分配金の決定根拠は下記「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

 分配金について

■当ファンド
「ダイワ・バリュー株・オープン・マザーファンド」の受益証券へ投資を行います。
■ダイワ・バリュー株・オープン・マザーファンド

2024年年初からの株価の上昇が急ピッチであったことから、一服感が出やすい状況です。しか
し、ＮＩＳＡ（少額投資非課税制度）の投資枠拡大による個人投資家の資金流入期待もあり、下値
不安は小さく、堅調な株価推移を予想します。当面の注目点は2024年の春闘の動向です。 3月中旬
の集中回答日に向け、各社の賃上げに関する報道が増えていますが、満額で回答する企業も出てき
ています。2023年以上の賃金上昇率であれば、株式市場の支援材料になると予想します。

 今後の運用方針

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2023年 9 月12日
～2024年 3 月11日

当期分配金（税込み） （円） 1, 300 
対基準価額比率 （％） 9. 50 
当期の収益 （円） 1, 300 
当期の収益以外 （円） ―  

翌期繰越分配対象額 （円） 4, 015 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価
額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお
支払いすることはございません。

■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 138. 74円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 1, 548. 25　
（ｃ）収益調整金 2, 665. 38　
（ｄ）分配準備積立金 962. 83　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 5, 315. 22　
（ｆ）分配金 1, 300. 00　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 4, 015. 22　
（注） を付した該当項目から分配金を計上しています。
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ダイワ・バリュー株・オープン

2024年度の国内企業業績では、原材料価格の上昇が一巡し、これまでの商品・製品の値上げ効果
などが、業績を下支えすると期待されます。個別銘柄の選別にあたりましては、そうした外部環境
の変化による追い風を受けるだけでなく、事業構造改革やこれまでの成長投資などを背景にした業
績の回復・成長の局面を迎え、株価評価の見直しが期待される企業に注目します。また、東京証券
取引所の市場構造改革に対して、新たに構造改革や株主還元を表明する企業は増加傾向にあります
が、その中でも経営が強い意志を持って継続的に取り組み、実行できる企業などに注目して調査を
進めてまいります。
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ダイワ・バリュー株・オープン

 1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2023. 9. 12～2024. 3. 11） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  102円 0. 830％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は12, 277円です。

（投 信 会 社）  （55） （0. 448）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社）  （40） （0. 327）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社）  （7） （0. 054） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  16   0. 130  
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株 式）  （16） （0. 130）

（先物・オプション）  （0） （0. 000）

有価証券取引税  ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  0   0. 003  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用）  （0） （0. 003） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合　　　　 計  118   0. 963  

（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。

2858_20240311_交_鈴_S.indb   2 2024/04/13   13:02:15
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ダイワ・バリュー株・オープン

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 67％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
1. 67％

運用管理費用
（投信会社）
0. 90％運用管理費用

（販売会社）
0. 66％

運用管理費用
（受託会社）
0. 11％

その他費用
0. 01％

2858_20240311_交_鈴_S.indb   3 2024/04/13   13:02:15
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ダイワ・バリュー株・オープン

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
（2023年 9 月12日から2024年 3 月11日まで）

項　　　　　目 当　　　　　期
ダイワ・バリュー株・オープン・マザーファンド

（ａ）期中の株式売買金額 98, 071, 888千円 
（ｂ）期中の平均組入株式時価総額 107, 946, 140千円 
（ｃ）売買高比率 （ａ）／（ｂ） 0. 90 
（注 1）（b）は各月末現在の組入株式時価総額の平均。
（注 2）単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2023年 9 月12日から2024年 3 月11日まで）
設　　　　定 解　　　　約

口　数 金　額 口　数 金　額

ダイワ・バリュー株・
オープン・
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

385, 796 1, 610, 200 445, 138 1, 817, 400 

（注）単位未満は切捨て。

（2） マザーファンドにおける当作成期中の利害関係人との
取引状況

（2023年 9 月12日から2024年 3 月11日まで）
決 算 期 当 期

区 分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況 B

B/A 売付額等
C

う ち 利 害
関係人との
取引状況D

D/C

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 51, 853 11, 289 21. 8 46, 218 12, 569 27. 2 
株式先物取引 1, 377 1, 377 100. 0 1, 597 1, 597 100. 0 
コール・ローン 412, 512 ― ― ― ― ― 
（注）平均保有割合13. 1％
※ 平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファン
ドのマザーファンド所有口数の割合。

■利害関係人との取引状況等
（1） ベビーファンドにおける当作成期中の利害関係人との
取引状況
当作成期中における利害関係人との取引はありません。

（3） 当作成期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人
への支払比率

（2023年 9 月12日から2024年 3 月11日まで）
項　　　　　目 当　　　　　期

売買委託手数料総額（Ａ） 19, 050千円 

うち利害関係人への支払額（Ｂ） 4, 455千円 

（Ｂ）／（Ａ） 23. 4％ 
（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支

払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

※ 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第 1項に規定される
利害関係人であり、当作成期における当ファンドに係る利害関係人とは、大和証
券株式会社です。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種　　　　　類 期　　首 当　　期　　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ・バリュー株・
オープン・マザーファンド 3, 579, 183 3, 519, 841 16, 355, 294 

（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2024年 3 月11日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ダイワ・バリュー株・
オープン・マザーファンド 16, 355, 294 99. 0 

コール・ローン等、その他 159, 262 1. 0 
投資信託財産総額 16, 514, 557 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。
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ダイワ・バリュー株・オープン

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
2024年 3 月11日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 16, 514, 557, 080円

コール・ローン等 159, 262, 566  
ダイワ・バリュー株・オープン・
マザーファンド（評価額） 16, 355, 294, 514  

（Ｂ）負債 1, 696, 595, 396  
未払収益分配金 1, 555, 740, 075  
未払解約金 19, 310, 674  
未払信託報酬 121, 146, 223  
その他未払費用 398, 424  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 14, 817, 961, 684  
元本 11, 967, 231, 348  
次期繰越損益金 2, 850, 730, 336  

（Ｄ）受益権総口数 11, 967, 231, 348口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 12, 382円

＊ 期首における元本額は11, 258, 892, 190円、当作成期間中における追加設定元本額
は1, 986, 868, 534円、同解約元本額は1, 278, 529, 376円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は12, 382円です。

 ■損益の状況
当期  自 2023年 9 月12日  至 2024年 3 月11日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 △  5, 278円

受取利息 378  
支払利息 △  5, 656  

（Ｂ）有価証券売買損益 2, 140, 432, 934  
売買益 2, 200, 973, 823  
売買損 △  60, 540, 889  

（Ｃ）信託報酬等 △  121, 544, 647  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 2, 018, 883, 009  
（Ｅ）前期繰越損益金 1, 152, 245, 908  
（Ｆ）追加信託差損益金 1, 235, 341, 494  

（配当等相当額） （ 3, 189, 725, 099）
（売買損益相当額） （△  1, 954, 383, 605）

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 4, 406, 470, 411  
（Ｈ）収益分配金 △  1, 555, 740, 075  

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） 2, 850, 730, 336  
追加信託差損益金 1, 235, 341, 494  
（配当等相当額） （ 3, 189, 725, 099）
（売買損益相当額） （△  1, 954, 383, 605）
分配準備積立金 1, 615, 388, 842  

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益 166, 045, 166円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 1, 852, 837, 843　
（ｃ）収益調整金 3, 189, 725, 099　
（ｄ）分配準備積立金 1, 152, 245, 908　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 6, 360, 854, 016　
（ｆ）分配金 1, 555, 740, 075　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 4, 805, 113, 941　
（ｈ）受益権総口数 11, 967, 231, 348口
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ダイワ・バリュー株・オープン

 収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
1 万 口 当 り 分 配 金 （税 込 み） 1, 300円

●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、決算日現在の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）
を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
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東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
https://www.daiwa-am.co.jp/

大和アセットマネジメント株式会社

ダイワ・バリュー株・オープン・マザーファンド
運用報告書　第23期　（決算日　2024年 3 月11日）

（作成対象期間　2023年 3 月10日～2024年 3 月11日）

ダイワ・バリュー株・オープン・マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。
主要投資対象 わが国の金融商品取引所上場株式および店頭登録株式
株式組入制限 無制限

13



ダイワ・バリュー株・オープン・マザーファンド

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：33, 435円　期末：46, 466円　騰落率：39. 0％
【基準価額の主な変動要因】

国内株式市況は、国内企業の好調な業績や株主還元策の拡充などが
好感されて上昇しました。このような投資環境を受けて、当ファンド
の基準価額も上昇しました。くわしくは「投資環境について」をご参
照ください。
◆投資環境について
○国内株式市況
国内株式市況は大幅に上昇しました。
国内株式市況は、当作成期首より、米国地方銀行の経営破綻や欧

州金融機関の破綻懸念などによる金融不安の高まりで下落しました
が、その後は、欧州金融機関の破綻回避などを受けて金融不安が一
定程度後退したことにより、上昇に転じました。2023年 4 月以降
も、経済活動正常化や供給制約解消により企業業績の回復が期待さ
れたこと、日銀新総裁が金融緩和継続の方針を強調し円安が進行し
たこと、米国著名投資家の強気見通しにより海外投資家の資金が大
量に流入したことなどから、大幅に上昇しました。 7月に入り、日
銀の政策修正観測や米国における長期金利の上昇、中国の不動産大
手の債務不履行懸念などから下落する場面もありましたが、 8月半
ばに発表された2023年 4 － 6 月期ＧＤＰ（国内総生産）成長率が予
想を上回る高い伸びとなったことなどが好感され、再び上昇しまし
た。 9月下旬以降は、米国における長期金利の上昇や景気の先行き
不透明感、パレスチナ情勢の悪化などが懸念されて、反落しまし
た。11月には、欧米におけるインフレ率の鈍化や金利の低下、良好
な企業決算や株主還元拡充の発表などが好感されて上昇しました
が、12月に入ると、日米金利差縮小による為替の円高進行などから
上昇は一服しました。2024年 1 月以降は、企業業績面での評価に加
え、新ＮＩＳＡ（少額投資非課税制度）を通じた資金流入や為替の
円安進行、中国市場からの資金シフト観測なども含め海外投資家が
日本株投資を積極化したことなどが好感され、急上昇して当作成期
末を迎えました。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
国内株式市場は、日米の金融政策の動向によって、上にも下にも変

動しやすい展開を想定します。欧米の景気減速への警戒が後退しつつ
あり、その見方が維持されるかどうか、中国からのインバウンド需要
への期待が高まるかどうかなどが注目されます。
企業業績は、内需関連企業を中心に安定した推移が続くと予想さ

れ、配当など株主還元の充実が注目されます。また、外需関連企業で
は、中国や欧州における景気の底打ち・回復の見方が強まり、2023年
度以降の業績回復の期待から、企業の実力に対する再評価の機運も高
まってきました。個別銘柄の選別にあたりましては、そうした中長期
的な実力と株価とのかい離が大きい企業や、持続的成長に向けた事業
構造改革の進展および新規事業の成長に変化が見られる企業、経営陣
が意思を持って株主還元策の向上に取り組む企業などに注目して、調
査を進めてまいります。
◆ポートフォリオについて

株式等の組入比率は、おおむね高位で推移させました。
業種構成は、機械、非鉄金属、金属製品などの比率を引き上げた一

方、化学、鉄鋼、ガラス・土石製品などの比率を引き下げました。
個別銘柄では、業績の先行き不透明感などを考慮して伊藤忠商事、

東レ、ＡＧＣなどを売却した一方で、トヨタ自動車、三菱重工業、三
菱商事などを買付けました。トヨタ自動車は、サプライチェーン（供
給網）問題の解消による生産回復と、電動車戦略の再評価に注目しま
した。三菱重工業は、構造改革が一巡して収益が安定化し、エネル

 ■当作成期中の基準価額と市況等の推移

年　月　日
基 準 価 額 ＴＯＰＩＸ（配当込み） 株　式

組　入
比　率

株　式
先　物
比　率騰落率（ベンチマーク） 騰落率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2023年 3 月 9 日 33, 435 ― 3, 396. 73 ― 96. 7 ―

3 月末 32, 354 △ 3. 2 3, 324. 74 △ 2. 1 95. 2 1. 0
4 月末 33, 122 △ 0. 9 3, 414. 45 0. 5 94. 4 0. 7
5 月末 34, 659 3. 7 3, 537. 93 4. 2 96. 9 ―
6 月末 37, 705 12. 8 3, 805. 00 12. 0 96. 9 ―
7 月末 38, 502 15. 2 3, 861. 80 13. 7 97. 1 ―
8 月末 39, 391 17. 8 3, 878. 51 14. 2 95. 9 ―
9 月末 40, 032 19. 7 3, 898. 26 14. 8 96. 0 ―
10月末 38, 683 15. 7 3, 781. 64 11. 3 96. 2 ―
11月末 40, 582 21. 4 3, 986. 65 17. 4 96. 3 ―
12月末 40, 466 21. 0 3, 977. 63 17. 1 96. 3 1. 3

2024年 1 月末 43, 737 30. 8 4, 288. 36 26. 2 96. 6 1. 3
2 月末 46, 433 38. 9 4, 499. 61 32. 5 97. 2 0. 8

（期末）2024年 3 月11日 46, 466 39. 0 4, 484. 64 32. 0 97. 0 ―
（注 1）騰落率は期首比。
（注 2） 指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。

上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 3）株式先物比率は買建比率－売建比率です。
※ ベンチマークを「ＴＯＰＩＸ」から「ＴＯＰＩＸ（配当込み）」に変更しまし
た。

基準価額

（円）

期　首
（2023. 3. 9）

期　末
（2024. 3. 11）

50, 000

45, 000

40, 000

35, 000

30, 000

25, 000
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ダイワ・バリュー株・オープン・マザーファンド

■売買および取引の状況
（1）株　　　　式

（2023年 3 月10日から2024年 3 月11日まで）
買　　　　付 売　　　　付

株　　数 金　　額 株　　数 金　　額

国内
千株 千円 千株 千円

44, 669. 1 102, 050, 435 38, 033. 4 92, 660, 587 
（ 22, 339） （ ―） 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2） （　）内は株式分割、合併等による増減分で、上段の数字には含まれており

ません。
（注 3）金額の単位未満は切捨て。

（2）先物取引の種類別取引状況
（2023年 3 月10日から2024年 3 月11日まで）

種　類　別 買　　　建 売　　　建
新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額

国
内

百万円 百万円 百万円 百万円
株式先物取引 2, 198 2, 441 ― ― 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）単位未満は切捨て。

■ 1万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 107円
（株式） （ 107） 
（先物・オプション） （ 0） 

有価証券取引税 ―
その他費用 ―

合 　 　 　 計 107  
（注 1） 費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注 2）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

ギー関連や防衛関連ビジネスの拡大に注目しました。三菱商事は、
キャッシュ創出力の拡大を背景に株主還元の継続的な拡充に注目しま
した。
◆ベンチマークとの差異について

当作成期のベンチマークの騰落率は32. 0％となりました。一方、当
ファンドの基準価額の騰落率は39. 0％となりました。ベンチマークの
騰落率を上回った輸送用機器のオーバーウエートやベンチマークの騰
落率を下回った医薬品のアンダーウエートなどはプラス要因となりま
したが、ベンチマークの騰落率を下回った非鉄金属や繊維製品のオー
バーウエートなどがマイナス要因となりました。個別銘柄では、三菱
重工業、日立製作所、三菱商事などはプラスに寄与しましたが、ＬＩ
ＮＥヤフー、アステラス製薬、ソフトバンクグループなどがマイナス
要因となりました。
＊ベンチマークはＴＯＰＩＸ（配当込み）です。

《今後の運用方針》
2024年年初からの株価の上昇が急ピッチであったことから、一服感が
出やすい状況です。しかし、ＮＩＳＡ（少額投資非課税制度）の投資枠
拡大による個人投資家の資金流入期待もあり、下値不安は小さく、堅調
な株価推移を予想します。当面の注目点は2024年の春闘の動向です。 3
月中旬の集中回答日に向け、各社の賃上げに関する報道が増えています
が、満額で回答する企業も出てきています。2023年以上の賃金上昇率で
あれば、株式市場の支援材料になると予想します。
2024年度の国内企業業績では、原材料価格の上昇が一巡し、これまで
の商品・製品の値上げ効果などが、業績を下支えすると期待されます。
個別銘柄の選別にあたりましては、そうした外部環境の変化による追い
風を受けるだけでなく、事業構造改革やこれまでの成長投資などを背景
にした業績の回復・成長の局面を迎え、株価評価の見直しが期待される
企業に注目します。また、東京証券取引所の市場構造改革に対して、新
たに構造改革や株主還元を表明する企業は増加傾向にありますが、その
中でも経営が強い意志を持って継続的に取り組み、実行できる企業など
に注目して調査を進めてまいります。
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■主要な売買銘柄
株　　　　式

（2023年 3 月10日から2024年 3 月11日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価

千株 千円 円 千株 千円 円
トヨタ自動車  1, 740. 4 3, 366, 216 1, 934 伊藤忠  640. 5 3, 110, 638 4, 856 
本田技研  1, 222. 7 2, 867, 848 2, 345 ＡＧＣ  518. 7 2, 653, 075 5, 114 
ＬＩＮＥヤフー  5, 541. 6 2, 476, 359 446 日本郵船  461. 4 2, 308, 838 5, 003 
三菱重工業  408. 9 2, 274, 440 5, 562 日本製鉄  662. 7 2, 217, 420 3, 346 
三井住友フィナンシャルG  297. 4 2, 238, 815 7, 527 大日本印刷  480. 2 2, 037, 229 4, 242 
日本電気  271. 5 2, 212, 191 8, 148 東レ  2, 718. 1 2, 025, 025 745 
大阪瓦斯  783. 2 2, 057, 290 2, 626 三菱UFJ フィナンシャルG  1, 851. 4 1, 922, 265 1, 038 
小松製作所  461. 1 1, 990, 181 4, 316 関西電力  954 1, 883, 351 1, 974 
大日本印刷  480. 2 1, 917, 486 3, 993 富士電機  311. 8 1, 794, 605 5, 755 
日本郵船  461. 4 1, 831, 452 3, 969 信越化学  382. 7 1, 764, 990 4, 611 
（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）金額の単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
国内株式

銘　　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

水産・農林業（0. 5％）
ニッスイ ― 694. 6 653, 479 

建設業（2. 4％）
オリエンタル白石 544. 4 ― ― 
鹿島建設 ― 423. 6 1, 276, 306 
五洋建設 ― 823. 8 644, 376 
住友林業 ― 249. 2 1, 052, 371 
大和ハウス 148. 7 ― ― 
九電工 147 ― ― 

食料品（2. 1％）
日本ハム ― 190. 2 985, 236 
アサヒグループホールディン 232. 7 ― ― 
コカ・コーラボトラーズ JHD ― 280. 4 629, 357 
日清オイリオグループ ― 25. 2 129, 528 
ニチレイ 297. 8 146. 9 583, 486 
太陽化学 89. 7 ― ― 
わらべや日洋HD ― 92. 6 246, 686 

繊維製品（1. 8％）
グンゼ ― 152. 7 838, 323 
富士紡ホールディングス 26. 8 ― ― 
帝国繊維 ― 104. 6 235, 350 
東レ 2, 718. 1 ― ― 
セーレン 110. 4 228. 5 562, 338 
デサント ― 154. 7 536, 035 

パルプ・紙（1. 0％）
レンゴー 900. 1 1, 031 1, 206, 785 

化学（5. 8％）
テイカ ― 256. 2 401, 465 

銘　　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

日本曹達 177. 1 124. 9 751, 898 
トクヤマ ― 208. 3 530, 331 
東亞合成 322. 7 417 621, 747 
大阪ソーダ 163. 7 ― ― 
信越化学 61. 9 ― ― 
四国化成ホールディンク ― 127. 7 227, 944 
三井化学 ― 101. 5 421, 529 
住友ベ－クライト 109. 8 ― ― 
旭有機材 112. 9 ― ― 
リケンテクノス ― 230. 2 216, 848 
扶桑化学工業 ― 133. 3 633, 175 
花王 ― 96. 7 544, 227 
富士フイルムHLDGS 300. 4 296. 5 2, 859, 742 
デクセリアルズ 238. 6 ― ― 
信越ポリマー 247. 1 ― ― 

医薬品（2. 3％）
アステラス製薬 802. 7 857. 9 1, 370, 924 
塩野義製薬 ― 100. 8 792, 892 
サワイグループHD ― 107 665, 219 

石油・石炭製品（1. 3％）
コスモエネルギーHLDGS ― 234. 6 1, 572, 758 

ゴム製品（1. 0％）
TOYO TIRE ― 466. 3 1, 207, 717 

ガラス・土石製品（0. 7％）
ＡＧＣ 390 ― ― 
太平洋セメント ― 278. 8 928, 404 

鉄鋼（1. 5％）
日本製鉄 526. 4 ― ― 

銘　　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

大和工業 76. 3 ― ― 
淀川製鋼所 ― 59 276, 415 
中部鋼鈑 ― 100. 6 259, 749 
大同特殊鋼 83. 5 567. 7 1, 013, 344 
愛知製鋼 ― 95. 1 354, 247 
非鉄金属（4. 4％）
古河機金 ― 184. 7 321, 932 
ＵＡＣＪ ― 160 657, 600 
住友電工 983. 6 1, 429. 3 3, 140, 886 
フジクラ ― 695. 7 1, 320, 438 
ＳＷＣＣ 214. 8 ― ― 
ARE ホールディングス 62 ― ― 
金属製品（1. 5％）
ＳＵＭＣＯ ― 509 1, 216, 764 
高周波熱錬 ― 128. 1 138, 860 
日本発条 ― 384 542, 016 
機械（9. 6％）
ツガミ 463. 3 ― ― 
芝浦機械 ― 107 368, 615 
オーエスジー 124. 8 173. 4 365, 180 
フリュー 221. 3 ― ― 
ＳＭＣ 4. 4 ― ― 
小松製作所 508. 7 831. 6 3, 486, 067 
三精テクノロジーズ 159. 8 ― ― 
オルガノ 172. 6 173. 8 1, 313, 928 
タダノ ― 284. 1 353, 420 
ＳＡＮＫＹＯ ― 769 1, 289, 997 
三菱重工業 ― 391. 5 4, 754, 767 
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銘　　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

ＩＨＩ 315 ― ― 
電気機器（13. 3％）
イビデン 214. 7 ― ― 
ミネベアミツミ ― 271. 8 815, 671 
日立 442. 5 450. 8 5, 628, 238 
富士電機 307. 9 68. 6 614, 244 
明電舎 ― 217. 1 593, 334 
ダイヘン 56. 8 105. 5 892, 530 
ＩＤＥＣ 262. 5 ― ― 
日本電気 ― 267. 6 2, 654, 859 
ルネサスエレクトロニクス 94. 4 304. 6 770, 638 
アルバック ― 18. 3 171, 471 
ＴＤＫ 303. 6 ― ― 
日本光電工業 ― 65. 4 266, 962 
堀場製作所 ― 48. 5 715, 860 
オプテックスグループ ― 124. 9 226, 443 
ローム ― 558. 4 1, 366, 404 
村田製作所 ― 232. 2 661, 421 
東京エレクトロン 34. 4 31. 3 1, 162, 795 

輸送用機器（8. 5％）
トヨタ紡織 107. 7 ― ― 
豊田自動織機 32. 3 ― ― 
デンソー 178. 5 ― ― 
いすゞ自動車 780. 4 318. 2 624, 149 
トヨタ自動車 429. 7 1, 960 6, 856, 080 
ミクニ 230. 9 ― ― 
太平洋工業 434. 8 ― ― 
本田技研 ― 1, 763. 3 3, 041, 692 
スズキ 223. 2 ― ― 
豊田合成 381. 8 ― ― 

精密機器（0. 5％）
テルモ ― 108. 1 617, 575 
セイコーグループ 165. 3 ― ― 

その他製品（0. 3％）
フルヤ金属 18. 3 31. 4 324, 362 

電気・ガス業（2. 0％）
関西電力 743. 5 ― ― 
大阪瓦斯 559. 1 747. 1 2, 510, 256 

銘　　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

陸運業（0. 4％）
センコーグループHLDGS ― 480. 6 531, 063 
九州旅客鉄道 392. 6 ― ― 

倉庫・運輸関連業（1. 5％）
三井倉庫HOLD 131. 9 ― ― 
渋沢倉庫 ― 35. 1 102, 772 
上組 492. 8 533. 1 1, 764, 561 

情報・通信業（6. 7％）
SRAホールディングス 52. 2 ― ― 
ＬＩＮＥヤフー ― 5, 541. 6 2, 092, 508 
オービックビジネスＣ ― 38. 8 269, 349 
ネットワンシステムズ ― 111 301, 420 
ＢＩＰＲＯＧＹ 501. 6 283. 6 1, 294, 634 
日本電信電話 697. 1 17, 209. 4 3, 138, 994 
ＫＤＤＩ 151. 6 ― ― 
光通信 43. 7 46. 2 1, 225, 686 

卸売業（8. 1％）
ダイワボウＨＤ 602. 2 977. 2 2, 446, 420 
マクニカホールディングス ― 15. 3 116, 142 
三洋貿易 387. 7 267. 2 324, 915 
伊藤忠 601. 9 ― ― 
豊田通商 ― 129. 2 1, 215, 901 
スターゼン 87. 2 ― ― 
三菱商事 149. 4 1, 458. 4 4, 717, 924 
阪和興業 107. 5 223 1, 224, 270 

小売業（2. 9％）
サンエー 42. 5 ― ― 
アスクル ― 99. 2 197, 904 
パルグループHLDGS 272. 9 631 1, 595, 799 
三越伊勢丹ＨＤ ― 525. 1 1, 159, 683 
ＢＥＥＮＯＳ 146. 5 ― ― 
西松屋チェーン 309 ― ― 
日本瓦斯 ― 45. 7 114, 615 
丸井グループ 170. 2 241 569, 362 

銀行業（9. 8％）
コンコルディア・フィナンシャル 558. 9 ― ― 
三菱UFJ フィナンシャルG 3, 736. 1 3, 485. 4 5, 465, 107 
三井住友トラストHD 457. 5 485. 8 1, 568, 162 

銘　　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

三井住友フィナンシャルG 186. 4 445. 8 3, 910, 557 
ふくおかフィナンシャルG ― 136. 8 554, 997 
山陰合同銀行 351 520. 6 622, 117 

証券、商品先物取引業（0. 5％）
SBI ホールディングス ― 159. 7 611, 331 

保険業（5. 3％）
ＭＳ＆ＡＤ 245. 3 ― ― 
第一生命HLDGS 269. 1 ― ― 
東京海上ＨＤ 1, 174. 9 1, 170. 6 5, 215, 023 
T&Dホールディングス ― 498. 2 1, 318, 486 

その他金融業（0. 2％）
全国保証 77. 1 ― ― 
オリックス 423. 9 75. 2 236, 880 
不動産業（2. 1％）
大東建託 ― 66. 4 1, 155, 360 
東急不動産ＨＤ 1, 238. 8 1, 244. 7 1, 225, 780 
ジェイ・エス・ビー ― 78. 8 210, 080 
三井不動産 243. 9 ― ― 
サービス業（1. 9％）
ＵＴグループ ― 185. 6 671, 872 
ディップ 41 ― ― 
博報堂ＤＹHLDGS ― 312. 3 424, 415 
サイバーエージェント ― 115. 1 119, 416 
フルキャストホールディングス 158. 4 ― ― 
エン・ジャパン ― 90. 7 240, 717 
ベルシステム24HLDGS 448. 3 303. 3 473, 148 
リログループ ― 397. 4 468, 137 
東京都競馬 49. 3 ― ― 

千株 千株 千円

合計
株 数、 金 額 33, 061. 8 62, 036. 5 123, 911, 225 

銘柄数＜比率＞ 91銘柄 106銘柄 ＜97. 0％＞

（注 1） 銘柄欄の（　）内は国内株式の評価総額に対する
各業種の比率。

（注 2） 合計欄の＜　＞内は、純資産総額に対する評価
額の比率。

（注 3）評価額の単位未満は切捨て。

 ■投資信託財産の構成
2024年 3 月11日現在

項　　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比 率

千円 ％
株式 123, 911, 225 96. 3 
コール・ローン等、その他 4, 806, 164 3. 7 
投資信託財産総額 128, 717, 390 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。
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 ■損益の状況
当期  自 2023年 3 月10日  至 2024年 3 月11日

項　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 2, 611, 195, 791円

受取配当金 2, 612, 096, 210  
受取利息 279  
その他収益金 28, 367  
支払利息 △  929, 065  

（Ｂ）有価証券売買損益 32, 120, 175, 394  
売買益 36, 523, 228, 495  
売買損 △  4, 403, 053, 101  

（Ｃ）先物取引等損益 242, 510, 000  
取引益 242, 510, 000  

（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 34, 973, 881, 185  
（Ｅ）前期繰越損益金 59, 730, 727, 934  
（Ｆ）解約差損益金 △  6, 359, 211, 557  
（Ｇ）追加信託差損益金 11, 949, 550, 582  
（Ｈ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ） 100, 294, 948, 144  

次期繰越損益金（Ｈ） 100, 294, 948, 144  
（注 1） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
2024年 3 月11日現在

項　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 128, 717, 390, 142円

コール・ローン等 3, 567, 015, 457  
株式（評価額） 123, 911, 225, 770  
未収入金 1, 108, 534, 015  
未収配当金 130, 614, 900  

（Ｂ）負債 918, 838, 823  
未払金 770, 010, 823  
未払解約金 148, 828, 000  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 127, 798, 551, 319  
元本 27, 503, 603, 175  
次期繰越損益金 100, 294, 948, 144  

（Ｄ）受益権総口数 27, 503, 603, 175口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 46, 466円

＊ 期首における元本額は25, 487, 411, 200円、当作成期間中における追加設定元本額
は4, 255, 063, 418円、同解約元本額は2, 238, 871, 443円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額：
　ダイワ・バリュー株・オープンＶＡ 389, 399, 679円
　適格機関投資家専用・ダイワ・バリュー株・オープンＶＡ2 85, 271, 284円
　ダイワ・バリュー株・オープンＶＡ3 323, 640, 070円
　ダイワ・バリュー株・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用） 2, 437, 917, 473円
　ダイワ・バリュー株・オープン 3, 519, 841, 285円
　ＤＣ・ダイワ・バリュー株・オープン 20, 747, 533, 384円
＊当期末の計算口数当りの純資産額は46, 466円です。

配当込みＴＯＰＩＸ（本書類における「ＴＯＰＩＸ（配当込み）」をいう。）の指数値及び同指数に係る標章又は商標は、株式会社ＪＰＸ総研又
は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関するすべての
権利・ノウハウ及び同指数に係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸが有する。ＪＰＸは、同指数の指数値の算出又は公表の誤謬、遅延
又は中断に対し、責任を負わない。当ファンドは、ＪＰＸにより提供、保証又は販売されるものではなく、当ファンドの設定、販売及び販売促進
活動に起因するいかなる損害に対してもＪＰＸは責任を負わない。
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